

























































































































































































































































































ラジル ・レゼンデエ場，ダイムラークライスラーのブラジル ・カンポラルゴエ場，ドイツ ・ラシ
ュタソトエ場，アメリカ ・ハンスエ場およぴフランス ・アンハノク（Ｈａｍｂａｃｈ）工場，ルノーの
フランス ・サントゥヒル（Ｓ・ｎｄｏｕｖ１１１・）工場とフラジル ・クリチハエ場，フイアノトのアルセン
チン ・コルトハエ場，さらにはＧＭのイエローストーン ・プロジェクト（Ｙ．１１．ｗ．ｔｏｎ． Ｐ．ｏｊ。。ｔ） ，







































れたＶＷトラックエ場のｒモジュール ・コンソーシアム」と ，Ｆｉａｔのベテイン ，Ｆｏｒｄのサンベ


























































































































































　個別 ・特殊 ・普遍の関係は，ソクラテス ・ギリシャ人 ・人類の関係のように，外症由釦点ふらを衰去



































































　蛇閉肋ｏ舳Ｚ　Ｃｏ舳戸６肋閉舳郷　丁加Ｃ伽６ げ１〃６舳３ゐ〃３ Ｃｏ舳伽６３，Ｈａｒｗｏｏｄ　Ａｃａｄｅｍ１ｃ　Ｐｕｂ１１ｓｈｅｒｓ ，
　１９９５，ｐｐ．２３－２６
　　さらに，技能（ｓｋｉ１１ｓ）とルーティーンな作業に関して，カントウェルによれば次のようである 。








　２２）ジェフリー・ ジョーンズ（桑原哲也 ・安室憲一他訳）『国際ビジネスの進化』有斐閣，１９９８年 ，
　　１１４－１１５ぺ一ジ。マイラ ・ウェルキンズ（江夏憲一・ 米倉昭雄訳）『多国籍企業の史的展開一植民地か
　　ら１９１４年まで一』ミネルヴァ 書房，１９７３年，第４章参照 。
　２３）　 Ｆｒｏｂｅ１，Ｆ ，Ｈｅ１皿１ｃｈｓ，Ｊ ，ＫｒｅｙらＯ ，丁加１Ｖ；３伽１〃３閉肋ｏ舳Ｚ　Ｄ舳５２０〃 げＬ肋ｏブ ８炉肌〃ズ〃ひ〃３刎 一
　　〃Ｚｏツ〃３〃閉１〃６螂炉刎Ｚ７５３４Ｃｏ〃〃炉〃５０刀４１〃４鮒炉刎Ｚ２５０〃ｏ〃閉Ｄ３閉Ｚｏ伽刀ｇ　Ｃｏ〃〃炉２硲Ｌｏｎｄｏｎ ＆
　　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ　Ｃａｍｂｒｌｄｅ　Ｕｍｖｅｒｓ１ｔｙ　Ｐｒｅｓｓ，１９８０
　　　この文献には，つぎの書評論文がある。森野勝好 ・武村隆 ・田中祐二 ・茶谷淳一「Ｆ ・フレーベル
　　／Ｊ ・ハインリクス／Ｏ　クレーイェ著『国際分業　工業国の構造的失業と発展途上国の工業化』」




























２７）キム ・Ｂ ・クラーク ，カーリス ・Ｙ ・ボールドウィン「次世代のイノベーションを生む製品のモジ
　　 ュール化」『ダイヤモンド ・ハーバード ・ビジネス』１９９８年１月号，１３０ぺ一ジ）。
２８）　Ｓｈｍｏｋａｗａ，Ｋ　Ｊｕｒｇｅｎｓ，Ｕ ，＆Ｆｕｊｍｏｔｏ，Ｔ　ｅｄｓ， 丁閉伽舳刎９Ａ〃ｏ刎ｏ６〃６Ａ３３舳６妙　Ｅ功舳 一
　　舳６〃〃 Ａ〃ｏ刎〃２０〃伽ゴＷ；ｏｒ尾０惚舳２湖加ｏ仏Ｓｐｒｍｇｅｒ，１９９７，ｐ１４７







３０）『ＦＯＵＲＩＮ』 ，Ｎｏ． １６２．１９９９年２月 ，６－７ぺ一ジ。日本の企業にも同様の傾向が現れている 。日
　　産自動車は部品企業に組立の一部を移管し，系列部品企業カルソニックカンセイが「エアコン，計器
　　類，オー ディオ機器など１０－１５点程度の部品で構成される主要部分である運転席周辺部と ，ラジエタ






















　　助〃３閉 伽Ｗｏ〃Ａ〃ｏ１〃６鮒び，Ｇｅｒｐ１ｓａ Ｐａｒ１ｓ，４ －６Ｊｕ１ｎ，１９９８Ｓａ１ｅｍｏ，ＭＳ ，Ｄ１ａｓ，ＡＶＣ ，＆
　　Ｚ１１ｂｏｖ１ｃ１ｕｓ，Ｍ ，Ｇ１ｏｂａ１ＳｏｕｒｃｍｇｘＳｕｐｐ１１ｅｒｓ Ｐｒｏｘｌｍ１ｔｙｍｔｈｅＮｅｗＡｕｔｏＰ１ａｎｔｓ　Ｌｏｇ１ｓｔｌｃｓａｎｄＳｅｒ
　　ｖ１ｃｅ　ｍ　Ｉｎｄｕｓｔｒ１ａ１Ｃｏｎｄｏｍｍ１ｕｍ　ａｎｄ　Ｍｏｄｕ１ａｒ　Ｃｏｎｓｏｒｔ１ｕｍ１ｎ　Ｂｒａｚ１１，ｍ　ｅｄｓ　Ｂａｒｔｅｚｚａｇｈ １， Ｅｍｌ１１０ ，
　　Ｆ１１１ｐｐ１ｎ１，Ｒｏｂｅｒｔｏ，Ｓｐｍａ，Ｇ１ａｎ１ｕｃａ ＆Ｖｍｅ１１１，Ａｎｄｒｅａ，〃伽ｏｇ閉ｇ０ク６ｍ切狐Ｎ〃側ｏブ是，Ｖｅｎ１ｃｅ，Ｓｅｒ
　　ｖｌｚ１ Ｇｒａ丘ｃ１ Ｅｄ１ｔｏｒ１ａ１１．１９９９



































られるであろう 。ピオリ ・セーフル（Ｍｌｃｈａｅ１Ｊ　Ｐ１ｏｒｅ ＆Ｃｈａｒｌｅｓ　Ｆ　Ｓａｂｅ１）は，産業の二重性論を批
判して大量生産と併存してきた中小企業生産地は，その柔軟性を可能とするフレームワークを，地域
生産共同体，福祉資本主義，家父長主義，親族関係の企業家的利用に基づく家族主義を言うが（マイ
ケル ・Ｊ ・ピオリ ，チャールズ ・Ｆ ・セーブル（山之内靖 ・永易浩一・ 石田あつみ訳）『第二の産業分
水嶺』筑摩書房，１９９３年，４１ぺ一ジ），新しいものは伝統的フレームワークの前近代的側面をいかに
ＩＴ技術に代替させられるかが重要になるであろう 。
（６４０）
